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３
７
年
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
全

線
開
通(

予
定)

の
経
済
効
果
を
活
か
す
た

め
、
当
所
の
活
動
計
画
を
策
定
し
、
そ
れ

に
沿
っ
て
事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

 

そ
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
５

年
間
に
実
行
す
べ
き
事
業
活
動
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
、
組
織
の
強
化
・
充
実
等
に
つ

い
て
協
議
し
、
活
動
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

 

策
定
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に
は
四
日
市
大

学 

経
済
学
部 

岡 

良
浩
准
教
授
、
当
所

役
員
議
員
等
４
名
、
青
年
部
・
女
性
部
各

１
名
、
当
所
職
員
２
名
の
合
計
９
名
が
約

半
年
に
わ
た
り
協
議
し
て
い
き
ま
す
。

 

第
１
回
目
の
活
動
計
画
策
定
会
議
を
去

る
１０
月
１９
日（
木
）１４
時
か
ら
亀
山
商
工
会

館
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
策
定
会
議
の

目
的
や
方
針
、
今
後
の
活
動
方
針
に
つ
い

て
、
出
席
者
か
ら
は
活
発
な
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
る
１
月
５
日（
金
）１１
時
よ
り
亀
山
市

文
化
会
館
に
て
毎
年
恒
例
の
新
春
賀
詞
交

歓
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は

１１
月
中
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
ご
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
の
で
多
数
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※�

今
年
度
は
１
月
５
日（
金
）に
開
催
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
間
違
い
の
な
い

よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

去
る
９
月
１１
日(

月)

大
阪
府
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
に
て
リ
ニ
ア
中
央
新
幹

線
の
名
古
屋
～
大
阪
間
の
早
期
着
工
を
目

指
し
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
三
重

県
同
盟
会
、
奈
良
県
同
盟
会
、
三
重
県
・

奈
良
県
経
済
団
体
連
合
協
議
会
、
早
期
全

線
開
業
実
現
協
議
会
の
共
催
の
も
と
開
催

さ
れ
、
当
所
か
ら
は
役
員
議
員
を
中
心
に

青
年
部
・
女
性
部
合
せ
て
３４
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

 

当
日
は
主
催
者
を
代
表
し
て
鈴
木
三
重

県
知
事
、
荒
井
奈
良
県
知
事
、
松
井
大
阪

府
知
事
が
挨
拶

を
し
、
そ
の
後
、

来
賓
の
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
三
重

県
・
奈
良
県
経

済
団
体
連
合
協

議
会
の
会
長
で

あ
る
岡
本
会
長

よ
り
「
一
日
も

早
い
全
線
開
業
」

に
向
け
た
取
組

み
と
し
て
次
の

決
議
案
の
採
択

を
提
案
し
、
拍

手
を
も
っ
て
賛

同
を
得
ま
し
た
。

①
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
全
線
開
業
に
よ

る
経
済
効
果
を
最
大
限
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

名
古
屋
・
大
阪
間
の
工
事
を
速
や
か
に
着

当
所
活
動
計
画
策
定
に
つ
い
て

新
春
賀
詞
交
歓
会
開
催
の
ご
案
内

三
重
県
・
奈
良
県
・
大
阪
府

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
決
起
大
会
へ
参
加

工
す
る
と
と
も
に
、
１
日
も
早
い
全
線
開

業
を
実
現
す
る
こ
と
。

②
基
本
計
画
及
び
整
備
計
画
に
示
さ
れ
た

「
三
重
・
奈
良
・
大
阪
ル
ー
ト
」
を
前
提

と
し
た
ル
ー
ト
及
び
駅
位
置
を
早
期
に
確

定
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め
、
概
略
ル
ー
ト

及
び
駅
の
概
略
位
置
の
早
期
公
表
に
向
け

た
準
備
を
連
携
、
協
力
し
て
進
め
、
環
境

影
響
評
価
の
手
続
き
に
速
や
か
に
着
手
す

る
こ
と
。

③
駅
位
置
の
検
討
に
際
し
て
、
そ
の
効
果

が
近
畿
全
体
に
及
ぶ
交
通
結
節
性
の
高
い

位
置
と
す
る
と
と
も
に
、
乗
客
の
乗
換
え

利
便
性
を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
。
特
に

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
等

の
広
域
交
通
結
節
点
に
相
応
し
い
交
通
ア

ク
セ
ス
や
周
辺
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
検

討
に
十
分
な
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

１
日
も
早
い
着
工
を
実
現
す
る
た
め
、
早

い
段
階
か
ら
の
協
議
・
調
整
を
す
る
こ
と
。
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今
年
度「
伊
勢
ノ
国 

亀
山
ま
ほ
ろ
ば
街

道
」事
業
の
一
環
と
し
て
、
以
下
の
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

①
観
光
情
報
誌「
三
重
龜
山
物
語
」作
成

　

�　

当
情
報
誌
は
、
街
道
観
光（
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
）・
物
語（
歴
史
）・
人
物（
お
店
）

を
結
び
付
け
て
掲
載
。

　

・
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
、
鉄
道
遺
産
な
ど

②
東
海
道
太
岡
寺
畷
桜
の
名
所
づ
く
り

　

�　

神
辺
地
区
ふ
れ
あ
い
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
中
心
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
桜
の
名
所
づ
く
り（
環
境
整
備
事
業
）

に
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、
植
樹
祭
の

開
催
の
際
に
は
当
事
業
の
Ｐ
Ｒ
を
併
せ

て
実
施
。

③
外
国
客
船
に
よ
る
観
光
連
携
事
業

　

�　

平
成
30
年
よ
り
四
日
市
港
へ
従
来

の
日
本
ク
ル
ー
ズ
船
に
加
え
、
外
国

ク
ル
ー
ズ
船
が
寄
港
す
る
こ
と
が
決

定
。
そ
こ
で
四
日
市
港
客
船
誘
致
協
議

会（
四
日
市
商
工
会
議
所
）と
連
携
し
、

当
地
に
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
と
と

も
に
歴
史
や
自
然
な
ど
に
も
触
れ
て
も

ら
え
る
よ
う
積
極
的
に
連
携
と
Ｐ
Ｒ
を

実
施
。

◎�

入
港
日
な
ど
の
情
報
は
、
四
日
市
港
客

船
誘
致
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

※�

入
港
時
に
岸
壁
で
物
販
販
売
を
希
望
さ

れ
る
事
業
所
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

細
に
つ
い
て
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

第
４
回 

亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
事
業
を
９
月

１
日（
金
）か
ら
９
月
３０
日（
土
）ま
で
の

１
ヶ
月
間
、
市
内
28
事
業
所（
33
講
座
）で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
講
座
も
多
数

あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
大
変
好
評
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
店
舗
か
ら
も
「
研
修
会
を

行
う
こ
と
で
当
日
の
進
行
な
ど
の
研
修
に

加
え
、
異
業
種
の
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で

き
大
変
良
い
経
験
が
出
来
た
」
な
ど
参
加

店
舗
・
参
加
者
と
も
に
大
変
有
意
義
な
時

間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

亀
山
ま
ち
ゼ
ミ 

結
果
検
証
会
の
開
催

　

去
る
10
月
31
日（
火
）に
亀
山
商
工
会
館

に
て
、
第
４
回 

亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
の
結
果

検
証
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
報
告

や
実
施
後
の
自
社
分
析
か
ら
今
後
の
取
組

み
ま
で
幅
広
く
、
異
業
種
間
で
研
修
・
交

流
が
行
え
ま
し
た
。

　

第
５
回
亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
に
向
け
、
大
変

有
意
義
な
結
果
検
証
会
と
な
り
ま
し
た
。

街
道
観
光
事
業

伊
勢
ノ
国 

亀
山
ま
ほ
ろ
ば
街
道

第
４
回 

亀
山
ま
ち
ゼ
ミ
を
開
催

人
材
採
用・雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

　

去
る
10
月
４
日（
水
）に
亀
山
商
工
会
館

に
て
、「
人
材
採
用
・
雇
用
管
理
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
セ
ミ
ナ
ー
は
、
第
１
部
で
は「
働
き

方
改
革
に
関
す
る
行
政
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
講
師
と
し
て
三
重

労
働
局
雇
用
環
境
・
均
等
室
管
理
官 

渡

邉 

文
孝 

氏
を
、
第
２
部
で
は「
求
人
採

用
の
コ
ツ
と
雇
用
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
」を

テ
ー
マ
に
講
師
と
し
て
横
浜
リ
ン
ケ
ー
ジ

社
労
士
事
務
所 

代
表 

兼 

特
定
社
会
保

険
労
務
士 

蔵
中 

一
浩 

氏
を
お
招
き
し
、

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

直
近
の
景
況
調
査
や
労
働
市
場
の
動
向

か
ら
多
く
の
事
業
所
で
は
人
材
獲
得
と
人

材
育
成
が
喫
緊
の
経
営
課
題
と
な
っ
て
お

り
、
事
業
所
の
中
長
期
的
な
事
業
運
営
に

お
い
て
ヒ
ト
の
確
保
は
必
要
不
可
欠
な
要

素
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
れ

た
方
々
は
、

働
き
方
改
革

へ
の
取
り
組

み
や
実
践
的

な
従
業
員
の

採
用
、
定
着

の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
熱

心
に
講
師
の

説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

会報誌への折込チラシ・広告掲載事業所を募集します !  ～会員事業所限定サービス～

○折込チラシ同封サービス

1回 A4判1枚 10,000円（税抜)

配  布  先　当所会員事業所・関係団体 約1,000件
申込期限　発行前月の15日まで
納品期限　発行前月の20日まで

お問合せ先　広報担当 : 塚田・笠原
               　　　TEL : 0595 － 82 － 1331

　亀山商工会議所の会報誌｢かめやまWay｣(奇数月1日
発行)に、あなたの事業所の商品やサービス等の掲載チラ
シを同封し、当所会員事業所及び関係団体約1,000件に
お届けするサービスです。

○広告掲載サービス
　亀山商工会議所の会報誌｢かめやまWay｣(奇数月1日
発行)に、あなたの事業所の広告を掲載します。

掲載料　縦6㎝×横9㎝（広報1/8ページ）

5,000円[1回]（税抜）    25,000円[6回]（税抜）

※1/4ページ枠もあります
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去
る
９
月
30
日
、
10
月
７
日
、
14
日
、

21
日
の
毎
週
土
曜
日
延
べ
４
回
、
亀
山
商

工
会
館
に
て
、
㈱
ア
ー
リ
ー･

バ
ー
ド
代

表
で
中
小
企
業
診
断
士
の
三
田
先
生
、
三

重
県
社
会
保
険
労
務
士
会
所
属
の
梅
田
先

生
等
を
講
師
に
お
招
き
し
、
亀
山
市
創
業

支
援
事
業
と
し
て
創
業
塾
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
20
～
60
代
の
幅
広
い
世
代
の
起
業

を
志
す
方
々
に
多
数
受
講
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
年
は
、「
ゼ
ロ
か
ら
始
め
る
創
業

塾
」
と
題
し
、
第
１
回
目
の
創
業
事
例
・

㈱
リ
ン
グ
リ
ン
グ
リ
ン
グ
菊
地
社
長
に
よ

る
実
体
験
談
の
後
、
講
師
陣
に
日
本
政
策

金
融
公
庫
・
三
重
県
信
用
保
証
協
会
担
当

者
を
交
え
た
意
見
交
換
に
続
き
、
２
回

目
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
、
ま
た
３
回
目

は
財
務
を
学
び
、

そ
し
て
最
終
回

は
自
社
の
創
業

計
画
を
各
自
実

際
に
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
受

講
者
か
ら
は
、

「
経
営
知
識
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
広
が
り
、
た

め
に
な
っ
た
」

と
の
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

建
設
部
会
主
催「
新
名
神
高
速
道
路
の

工
事
現
場
視
察
見
学
会
」を
開
催

　

去
る
１０
月
２５
日(

水)

に
現
在
建
設
工
事

が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
新
名
神
高
速

道
路(

平
成
３０
年
度
完
成
予
定)

の
視
察
見

学
会
を
建
設
部
会(

部
会
長 

山
内 

章
央 

氏)

主
催
で
開
催
し
、
当
日
は
役
員
議
員

及
び
建
設
部
会
合
わ
せ
て
26
名
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
虹
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
館
に
て
中
日

本
高
速
道
路
㈱
四
日
市
工
事
事
務
所
の
方

か
ら
工
事
に
関
す
る
現
状
に
つ
い
て
ご
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
安
楽
川
橋
」や
今
年
は「
四
日
市
西
ト

ン
ネ
ル
」の
視
察
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

参
加
い
た
だ
い
た
役
員
議
員
並
び
に
建

設
部
会
の
部
会
員
の
皆
様
は
熱
心
に
説
明

と
工
事
現
場
の
見
学
を
行
な
っ
て
み
え
ま

し
た
。

工
業
・
交
通
運
輸
・
金
融
部
会

３
部
会
合
同
視
察
の
ご
案
内

　

来
る
11
月
14
日（
火
）に
工
業
部
会（
部

会
長 

清
水 

保
昌 

氏
）の
主
催
に
て
工
業

部
会
・
交
通
運
輸
部
会（
部
会
長 

本
城
直

哉 

氏
）・
金
融
部
会（
部
会
長 

浦
出
雅
人 

氏
）の
３
部
会
で
合
同
視
察
見
学
会
を
左

記
の
通
り
行
い
ま
す
。

①
日　

時　

平
成
29
年
11
月
14
日（
火
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
17
時
30
分

②
行　

程

　
　
（
午
前
）ヤ
ン
マ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　
　
（
午
後
）ラ 

コ
リ
ー
ナ
近
江
八
幡

第
５
期
カ
メ
ヤ
マ
創
業
塾
が
修
了

部
会
活
動
報
告
及
び
事
業
案
内

③
対　

象

　
　

工
業
、
交
通
運
輸
、
金
融
部
会
員

　

毎
年
恒
例
の
庶
業
部
会(

部
会
長 

中
川 

賢
一 

氏)

主
催
の
な
ん
で
も
相
談
会
を
左

記
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　

相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
相

談
の
あ
る
方
は
是
非
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

庶
業
部
会
主
催

　
　
な
ん
で
も
相
談
会
開
催
の
ご
案
内

開 
催 
日　

平
成
29
年
11
月
14
日(

火)

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

開
催
場
所 
亀
山
商
工
会
館
２
階
ホ
ー
ル

相
談
内
容　

法
律
・
融
資
・
登
記
・

　
　
　
　
　

税
金
・
不
動
産
・
労
務

亀山商工会館　会場利用のご案内 　亀山商工会館では会場の貸し出しを行なっ

ており、会議・研修・セミナー・展示会等で

ホール、会議室、日本間をご利用いただけます。

（利用目的によってはご利用いただけない場合

もあります。）それぞれの定員の目安は、２階

大ホール（教室型 60 名）、２階日本間（ロの字

型 30 名）、３階会議室（教室型 30 名）、３階日

本間（ロの字型 10 名）となっております。詳細

につきましては、当所までお問合せください。

室　　名 使用目的 A
9~13時

B
13~17時

C
17~20時

D
9~17時

E
13~20 時

F
9~20時

２階
大ホール

会合 15,000 15,000 15,000 20,000 20,000 30,000
パｰﾃｨ 20,000 20,000 20,000 30,000 30,000 40,000

〃
（半面）

会合 10,000 10,000 10,000 15,000 15,000 20,000
パｰﾃｨ 15,000 15,000 15,000 20,000 20,000 30,000

２階 日本間 会合 8,000 8,000 8,000 12,000 12,000 16,000
３階 会議室 会合 10,000 10,000 10,000 15,000 15,000 20,000
３階 日本間 会合 4,000 4,000 4,000 7,000 7,000 10,000

※税抜

ヤンマー
　ミュージアム

ラ コリーナ
　　近江八幡

－ 3－



《
雇
用
保
険
と
は
》

　

労
働
者
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図

り
、
失
業
し
た
際
に
再
就
職
を
促
進
す
る

た
め
の
能
力
の
開
発
・
向
上
等
の
各
種
の

援
助
を
行
う
等
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。

《
費
用
徴
収
制
度
と
は
》

　

事
業
主
が「
故
意
」又
は「
重
大
な
過
失
」

に
よ
り
労
災
保
険
の
成
立
手
続
を
行
わ
な

い
期
間
に
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
遡
っ

て
保
険
料
を
徴
収
す
る
他
、
労
災
給
付
額

の
一
部
又
は
全
部
を
事
業
主
か
ら
徴
収
す

る
制
度
で
す
。

　
「
三
重
県
最
低
賃
金
」
が
１
時
間
あ
た

り
８
２
０
円
と
な
り
ま
し
た
。「
三
重
県

最
低
賃
金
」
は
、
県
内
の
事
業
場
で
働
く

す
べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
臨

時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
雇
用

形
態
や
年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。
な
お
、
特

定
の
産
業
に
該
当
す
る
事
業
場
で
働
く
労

働
者
に
は
、「
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
の
地
域
別
最
低
賃

金
又
は
特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
適
用

さ
れ
ま
す
。

※�

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通

常
の
労
働
時
間
、
労
働
日
に
対
応
す
る

賃
金
に
限
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

実
際
に
支
払
う
賃
金
か
ら
次
の
賃
金
を

除
外
し
た
も
の
が
最
低
賃
金
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当

②
時
間
外
、
休
日
及
び
深
夜
割
増
賃
金

③
臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

④�

１
ヶ
月
を
超
え
る
期
間
ご
と
に
支
払
わ

れ
る
賃
金

〈
お
問
合
せ
〉

　

三
重
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

℡
０
５
９

‐

２
２
６

‐

２
１
０
８

《
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
》

　

�

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会
を

左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

①
開
催
日
時

　

平
成
29
年
11
月
27
日（
月
）

　
（
午
前
の
部
）10
時
～
12
時

　
（
午
後
の
部
）13
時
３０
分
～
15
時
３０
分

②
会
場

　

三
重
県
鈴
鹿
庁
舎
４
階
46
会
議
室

　
（
鈴
鹿
市
西
条
５
丁
目
１
１
７
）

　

青
色
申
告
決
算
書
の
用
紙
は
、
所
得
税

等
の
確
定
申
告
書
の
用
紙
に
同
封
し
て
２

月
上
旬
頃
に
送
付
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
分
の
所
得
税
等
の
確

定
申
告
を
、
電
子
申
告（
ｅ

‐

Ｔ
ａ
ｘ
）で

提
出
さ
れ
た
方
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
で
作
成

し
提
出
さ
れ
た
方
、
市
の
相
談
会
場
で
申

告
さ
れ
た
方
は
所
得
税
等
の
確
定
申
告
書

及
び
青
色
申
告
決
算
書
の
用
紙
は
送
付
さ

れ
ま
せ
ん
。

　

青
色
申
告
決
算
書
の
用
紙
が
必
要
な
方

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
出
力
し

て
い
た
だ
く
か
、
説
明
会
当
日
に
会
場
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
合
せ
〉

　

鈴
鹿
税
務
署　

個
人
課
税
第
一
部
門

　

記
帳
指
導
担
当（
福
本
）

℡
０
５
９

‐

３
８
２

‐

０
３
５
３

（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

〈
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http.//w
w
w
.nta.go.jp

①
日　

時　

平
成
29
年
11
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

②
場　

所　

鈴
鹿
ハ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

１
階
サ
ブ
コ
ー
ト

③
内　

容　

・�「
小
学
生
の
税
に
関
す
る
習
字
・
絵
は

が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
表
彰
式
・
入
賞
作

品
展
示

・�「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
・
税

の
標
語
」
表
彰
式
・
入
賞
作
品
展
示

・
税
理
士
に
よ
る
税
金
よ
ろ
ず
無
料
相
談
会

・
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

※�

な
お
、
作
品
展
示
は
11
月
６
日（
月
）か

ら
11
月
19
日（
日
）ま
で
の
期
間
に
鈴
鹿

ハ
ン
タ
ー
１
階
東
入
口
特
設
会
場
で
行

い
ま
す
。

④
主　

催　

鈴
鹿
税
務
連
絡
協
議
会

⑤
共　

催　

鈴
鹿
税
務
署

〈
お
問
合
せ
〉

公
益
社
団
法
人
鈴
鹿
法
人
会

℡
０
５
９

‐

３
８
３

‐

７
５
６
１

　

労
働
保
険（「
労
災
保
険
」と「
雇
用
保

険
」）は
、
政
府
が
管
理
・
運
営
し
て
い
る

強
制
的
な
保
険
で
あ
り
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
き
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用

し
て
い
る
場
合
、
事
業
主
又
は
労
働
者
の

意
思
の
有
無
に
か
か
わ
り
な
く
必
ず
加
入

す
る
こ
と
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

《
労
災
保
険
と
は
》

　

業
務
上
の
事
由
又
は
通
勤
に
よ
る
労
働

者
の
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
等
に

対
し
て
、
迅
速
か
つ
公
正
な
保
護
を
す
る

た
め
、
必
要
な
給
付
を
行
う
こ
と
等
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

談
所
コ
ー
ナ
ー

相Ｑ 

労
働
者
を
雇
用
し
て
い
ま
す
か
。

Ｑ 

雇
用
保
険
の
資
格
者
が
い
ま
す
か
。

労
働
保
険
の
加
入
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
災
保
険
の
み
加
入
の

必
要
が
あ
り
ま
す
。

労
災
保
険
と
雇
用
保
険
の
加
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 NO

YES

NO

YES

≪労働保険の加入の要否の判定≫ 労
働
保
険
の
加
入
手
続
は
お
す
み
で
す
か
？

三
重
県
内
の
最
低
賃
金
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

税
を
考
え
る
週
間
行
事
の
ご
案
内

所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
等

説
明
会
の
ご
案
内

－ 4－



　

去
る
９
月
２２
日(

金)

１９
時
よ
り
渉
外

委
員
会
担
当
で
９
月
例
会
を
亀
山
商
工
会

館
２
階
ホ
ー
ル
で
開
催
を
し
、
青
年
部
会

員
及
び
女
性
部
会
員
合
せ
て
６３
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
例
会
で
は
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

Ｍ
ブ
リ
ッ
ジ 

代
表
理
事 

米
山 

哲
司 
氏

を
招
い
て
、「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
何
か
、
な
ぜ

今
の
時
代
に
必
要
な
の
か
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
亀
山
市
商
工
業
振
興
室 

室
長 

富
田 

真
左
哉 

氏
、
主
任
主
査 

堤 

大
介 

氏
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、
亀
山
市
内
事

業
者
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
事
例
発
表

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
は

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ボ

ウ
ル
形
式
や
各

グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
の
意
見

交
換
会
が
行
わ

れ
、
女
性
部
・

青
年
部
共
に
活

発
な
意
見
交
換

会
を
実
施
し
ま

し
た
。

※
Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は

　

企
業
が
自
主
的
に
社
会
に
貢
献
す
る
責

任
の
こ
と
で
あ
り
、
企
業
と
し
て
会
社
周

辺
の
ゴ
ミ
拾
い
、
地
域
の
公
園
な
ど
の
管

理
・
清
掃
な
ど
の
美
化
活
動
な
ど
。

　

去
る
10
月
５
日（
木
）、
６
日（
金
）、
７

日（
土
）の
３
日
間
、
役
員
と
会
員
の
計
５

名
で
、
第
49
回
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会
北
海
道
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

総
会
で
は
会
員
相
互
の
交
流
促
進
と
女

性
経
営
者
の
視
点
か
ら
「
女
性
が
輝
く
社

会
の
実
現
」
を
目
指
し
、
勇
気
と
優
し
さ
、

そ
し
て
女
性
経
営
者
な
ら
で
は
の
社
会
貢

献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
、
ま
た
、

女
性
の
力
で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
く
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
記
念
講
演
で
は
㈱
ニ
ト
リ
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
会
長
で
あ
り
ま
す
、
似

鳥 

昭
雄 

氏
に
お
話
し
を
い
た
だ
き
、
女

性
と
し
て
優
し
さ
と
思
い
や
り
の
あ
る
社

会
づ
く
り
に
励
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

　

去
る
１０
月
２１
日（
土
）津
市
に
て
第
３０
回

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
津
大
会
が
「
ガ
ッ
津

で
進
め
！
あ
ふ
れ
る
ス
ピ
リ
ッ
津
！ 

輝

く
未
来
へ
レ
ッ
津
Ｇ
Ｏ
！
」～
活
力
あ
る

地
域
を
青
年
の
手
で
～
を
テ
ー
マ
に
開
催

さ
れ
、
当
青
年
部
会
員
・
Ｏ
Ｂ
会
員
合
せ

て
４０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

先
日
、
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
サ

オ
リ
ー
ナ
」
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
、
記
念
式
典
、
各
分
科
会
、
大
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
分
科

会
で
は
会
場

の
名
前
の
由

来
と
な
っ
て

い
ま
す
、
女

子
レ
ス
リ
ン

グ
個
人
で

世
界
大
会
１６

連
覇
、
個
人

戦
２
０
６
連

勝
を
記
録
し
、

「
霊
長
類
最

強
女
子
」
の

異
名
を
持
つ
、

津
市
出
身
の
吉
田 

沙
保
里
選
手
の
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選

手
の
貴
重
な
講
演
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
最
後
に
は
参
加
者
全
員

で
懇
親
会
を
行
い
、
各
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー

と
触
れ
合
い
、
懇
親
を
深
め
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
24
日（
火
）鳥
羽
シ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
に
て
、
三
重
県
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
当
女
性
部

よ
り
小
菅
会
長
を
は
じ
め
14
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
平
成
28
年
度
事
業
報
告
・

収
支
決
算
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す

べ
て
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

総
会
終
了
後
の
講
演
会
で
は
、
万
協
製
薬

㈱ 

代
表
取
締
役
社
長 

松
浦 

信
男 

氏
に

「
次
世
代
へ
の
経
営
展
望
」
に
つ
い
て
お

話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
当
女
性
部
が
三
重
県
下
の
幹

事
会
を
仰
せ
つ
か
る
た
め
、
小
菅
会
長
を

中
心
に
次
回
開
催
地
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

①
研
修
事
業

「�

労
務
管
理
の
重
要
な
基
礎
知
識
か
ら
年
金

に
至
る
ま
で
重
要
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
」

日　

時
：
平
成
29
年
11
月
21
日（
火
）

場　

所
：
亀
山
商
工
会
館

③
親
睦
交
流
事
業

日　

時
：
平
成
30
年
２
月
７
日（
水
）

場　

所
：
懐
石 

白
梅

【
お
問
合
せ
】

　

女
性
部
担
当
：
加
藤
・
川
口

　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
８
２

‐

１
３
３
１

②
役
員
会

日　

時
：
平
成
29
年
11
月
29
日（
水
）

場　

所
：
亀
山
商
工
会
館

  
青
年
部
通
信

  
９
月
例
会
を
開
催

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

北
海
道
全
国
大
会
へ
参
加

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
議
所
連
合
会

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
津
大
会
へ
参
加

三
重
県
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

鳥
羽
総
会
へ
参
加
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7日（火）
10日（金）
13日（月）
14日（火）

21日（火）

22日（水）
24日（金）
28日（火）
29日（水）

5日（火）

14日（木）
20日（水）
28日（木）

次世代経営塾
三重県知事講演会
青年部役員会
工業・交通運輸・金融部会合同視察見学会
庶業部会なんでも相談会
次世代経営塾
次世代経営塾
女性部研修事業
青年部11月例会
亀山まちゼミ研修会
次世代経営塾
女性部役員会

無料経営相談会
亀山まちゼミ研修会
青年部役員会
記帳継続指導
御用納め

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 12

月

11
月

いつもあなたのとなりに…

地元の事業者の強い味方
地域活性化連携ローン
「商工会議所・商工会」連携ローン

ホームページ　http://www.kitaiseueno-shinkin.jp/

※詳しくはお近くの営業店までお気軽にお問合せください。

亀山支店　℡０５９５-８２-２６１１

「絆」
き　ず　な

最高
５００万円 担保不要 第三者

保証人不要
最高

５００万円 担保不要 第三者
保証人不要

会
員
紹
介

山
形
屋
酒
店

住　　所 亀山市東丸町527
Ｔ Ｅ Ｌ (0595)82-0207
営業時間 9:00 ～ 19:00
定 休 日 木曜

　

東
海
道
沿
い
に
あ
る
お
店
、
山
形
屋

酒
店
で
す
。
明
治
30
年
創
業
。
今
年
で

120
年
に
な
り
ま
す
。

　

お
酒
以
外
に
も
ギ
フ
ト
商
品
・
お

米
・
米
麹
・
パ
ン
・
は
が
き
・
切
手
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を
扱
っ
て
お
り
ま

す
。
配
達
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
す
す
め
商
品
は
山
形
屋
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
日
本
酒
。「
浮
紅
葉
」（
う
き
も
み

じ)

で
す
。
伊
賀
の
若
戎
酒
造
に
製
造

を
依
頼
、
種
類
は
大
吟
醸
・
純
米
吟

醸
・
純
米
・
吟
醸
の
４
種
類
が
あ
り
ま

す
。
大
吟
醸
の
原
料
米
は
三
重
伊
賀
産

山
田
錦
100
％
。
水
は
青
山
高
原
の
伏
流

水
を
使
用
し
て
お
り
、
口
当
た
り
が
軽

や
か
で
芳
醇
な
香
り
、
澄
み
き
っ
た
味

わ
い
の
お
酒
で
す
。

　

当
店
は
、
亀
山
市
内
に
１
店
舗
し
か

な
い
新
潟
県
朝
日
酒
造
の
特
約
店
で
す
。

久
保
田
・
越
州
・
洗
心
・
季
節
酒
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

是
非
と
も
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
。

新入会員紹介

事業所名 所在地 営業内容

（商業部会）

ＢＬＯＯＭ　ＡＲＴ 山下町 ドライフラワー制作販
売・教室

（建設部会）

原総建 田村町 足場工事

（観光サービス部会）

古民家かふぇ　きーぷ 関町木崎 喫茶店

ドッグデザイン ブリス 田村町 トリマー

（庶業部会）

㈱亀幸会 御幸町 デイサービス・喫茶店

会員入会紹介運動を実施しています

 当所では、地域課題の解決や中小・小規模事
業者育成のため、金融・税務・労務等の基礎的
支援や情報化、地域資源活用、商工業振興等、
地域に根ざした諸事業を展開しています。
　亀山市内で事業を営む商工業者の方でしたら、
個人・法人・団体及び規模・業種を問わずご入
会いただけます。

　年会費は、個人8，０００円以上、法人13，0００円以
上でお願いしております。

　会員の皆様のお取引先・お知り合いでまだご
入会をいただいていない事業所がございました
ら、是非ご紹介ください。
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